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Ⅰ　はじめに

　中京大学スポーツ科学部は、その前身である
体育学部が1959年に開設されてから60年近くの
歴史を有する。本学部の教育の主旨は本質的に
は大きな変化はないものの、本学部の社会的ス
テータスは変遷していると考えられる。また、
スポーツを取り巻く環境は大きく変わり、多種
多様なスポーツが行われるようになり、トレー
ニング方法もその時々の新しい手法が取り入れ
られるようになった。このような中、本学部に
在籍している学生の筋力や筋パワーは変化して
いる可能性が考えられる。本学部で展開されて
いる授業である「運動生理学演習」は少なくと
も35年以上前から行われており、筋力や筋パ
ワーを含む学生の体力を測定している。本報告
では、2017年度の授業において得られたデータ
について、比較可能な項目については1987年以
前に同授業で得られたデータと比較することに
より、本学部在学生の体力を評価した。

Ⅱ　方法

　研究対象者は2017年度秋学期に運動生理学
演習を履修した中京大学スポーツ科学部の学生

（3年生または4年生）とした。男性は22人であ
り、選手として所属する体育会クラブは陸上部
3人、野球部4人、バスケット部5人、サッカー
部3人、アイスホッケー部2人、バドミントン
部1人、自転車部1人、所属なし3人であった。
女性は32人であり、選手として所属する体育会
クラブはラクロス部5人、ソフトボール部3人、
新体操部3人、ダンス部3人、陸上部1人、柔道
部1人、バレーボール部1人、陸上ホッケー部1
人、チアリーディング部1人、ラグビー部1人、
アルティメット部1人、所属なし11人であった。
なお、授業の欠席により欠損値があるため、測
定項目により測定人数には変動があった。
　測定項目は筋力としては握力、背筋力、等尺
性腕伸展力・屈曲力、等尺性脚伸展力・屈曲
力、等速性脚伸展力・屈曲力、パワーとしては
脚伸展パワー、全身パワー、最大無酸素パワー
であった。握力はスメドレー型電子握力計（竹
井器機）を用いて右手の握力を測定した。背筋
力は電子背筋力計（竹井器機）を用いて、上体
の前傾角度が約30度となるように設定して測定
した。等尺性腕伸展力・屈曲力は、座位姿勢で
右の肘関節が直角になるように設定し、電子筋
力計（竹井器機製ダイナモメーター）を用いて
測定した。等尺性脚伸展力は、座位姿勢で右の
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膝関節が直角になるように設定し、電子筋力計
（竹井器機製ダイナモメーター）を用いて測定し
た。これらの等尺性筋力は1～3回の測定を実施
して、最大値を記録した。
　等速性脚伸展力・屈曲力は多用途筋機能運動
評価装置（Biodex System 3、Biodex）を用いて、
角速度を60度 /秒に設定し、3回の伸展屈曲動作
中の伸展ピークトルクと屈曲ピークトルクを記
録した。
　脚伸展パワーはレッグパワー測定装置（FVP-

720、竹井機器）を用いて、負荷速度0.8ｍ /秒に
設定して測定した。測定回数は5回以上として
最大値を記録した。全身パワーは階段を一段と
ばしに駆け上がらせ、8段目から12段目までに
要した時間をマットスイッチにて測定し、自重
の位置エネルギーの増加を時間で除することに
より算出した。階段かけ上りは5回行わせて、タ
イムの平均値を採用した。最大無酸素パワーは
エルゴメータ（Power Max VⅡ、コンビ）を用
いて、無酸素パワーテストを選択し、10秒以内
の全力ペダリングを120秒間の休息を挟んで3回
実施することにより内蔵されたプログラムによ
り算出した。
　一方、1987年以前のデータは握力、背筋力、
等尺性腕伸展力・屈曲力、等尺性脚伸展力・屈
曲力、等速性脚伸展力・屈曲力、および全身パ
ワーであり、それぞれ今回の測定手法に準じる
方法で測定された。

Ⅲ　結果および考察

　2017年の等尺性筋力測定の結果を表1に示し
た。また1987年以前に中京大学体育学部の運動
生理学演習で測定された結果を表2に示した1）。
1987年以前のデータは競技種目別にまとめられ
ているため単純な比較は難しいが、男性の握力
についてはほぼ同程度であると考えられた。女
性の握力については、2017年の測定値は1987年
以前の舞踊以外の測定値よりも低く、平均値は
低下していると考えられた。一方、日本人の体
力標準値2）では、20歳男性の標準値は46.5kg、
20歳女性は28.4kgであり、本学部の学生の平均

値はこれらを10％程度上回っていた。背筋力に
ついては、男性、女性ともに2017年の測定値は
1987年以前の測定値よりもかなり低い値を示し
た。また、背筋力の日本人の体力標準値2）は、
20歳男性の標準値は149.9kg、20歳女性は90.2kg

であり、2017年の測定値は日本人の標準値より
も低かった。2000年3月に文部省が新体力テス
トを定めたが、これには旧体力テストの項目に
あった背筋力の測定が除外された。このため近
年の大学生は背筋力を測定する機会が少なくな
り、測定に慣れていないためこのような結果と
なった可能性が指摘される。
　腕伸展力については、男女とも2017年の測定
値と1987年以前の測定値に大きな差はなかった
が、腕屈曲力については2017年の測定値の方が
1987年以前の測定値より低かった。脚伸展力お
よび脚屈曲力についても、2017年の測定値の方
が低い傾向が認められた。腕力、脚力の測定方
法については1987年以前と同様であるが、筋力
測定時に用いる身体を保定する筋力計台が新し
くなっており、より正確に関節を直角に保てる
ようになったことが、今回の測定値が低い原因
の一つとなった可能性がある。
　2017年の等速性脚伸展力・屈曲力の結果を表3
に示す。適切に過去と比較できるデータを持ち
合わせていないため評価は難しいが、個人で見
てみると一流選手の測定値に匹敵するピークト
ルクを記録する学生が複数おり、平均値でも一
般人に比べると高い値であると考えられる。屈
/伸比については男性で57％、女性で54％と低

表 1　‌�中京大学スポーツ科学部学生の等尺性筋力
（2017年度運動生理学演習）

単位：kg

男子 女子

握力（右） 51.4 ± 7.6 31.3 ± 5.9

背筋力 139.7 ± 29.4 79.9 ± 15.3

腕力（右）
伸展 23.5 ± 4.9 15.8 ± 3.4

屈曲 27.3 ± 5.1 16.8 ± 2.8

脚力（右）
伸展 56.7 ± 13.3 36.1 ± 6.5

屈曲 31.4 ± 6.3 18.1 ± 4.0
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い値であり、相対的に屈曲力が弱いと判断され
た。
　2017年のパワーの測定結果を表4に示す。
レッグパワーおよび最大無酸素パワーについて
も適切に過去と比較できるデータを持ち合わせ
ていないため、今後の参考資料としたい。階段

かけ上りによる全身パワーの測定値について
1987年以前のデータでは平均値が男性1124W、
女性780Wと記録されており、今回のデータと
比べると男性は同程度、女性はやや低下してい
ることが明らかとなった。
　以上の結果を概括すると、本学部の男子学生

表 2　中京大学体育学部学生の等尺性筋力（1987年以前の運動生理学演習）

表 3　中京大学スポーツ科学部学生の等速性脚筋力（2017年度運動生理学演習）

角速度：60度 / 秒

男子 女子

伸展ピークトルク（N・m） 198.7 ± 46.2 118.4 ± 30.9

伸展ピークトルク /体重（N・ｍ /kg） 2.80 ± 0.56 2.24 ± 0.56

屈曲ピークトルク（N・m） 113.1 ± 27.9 62.4 ± 18.1

屈曲ピークトルク /体重（N・ｍ /kg） 1.60 ± 0.30 1.18 ± 0.32

脚力屈 /伸比（％） 57 ± 7 54 ± 10
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の筋力、パワーは1987年以前と同程度であるこ
と考えられた。一方、女子学生については筋力、
パワーの一部が低下していることが示された。
1987以前と現在を比較すると本学部に在籍する
女子学生のスポーツに関する気質が異なること
が示唆された。

参考文献
₁ ） 中京大学体育学部運動生理学研究室（北川
薫、山本高司）、運動生理学実習ノート、
1987年4月改変

₂） 首都大学東京体力標準値研究会編、新・日
本人の体力標準値Ⅱ、不昧堂出版、2007

表 4　中京大学スポーツ科学部学生のパワー（2017年度運動生理学演習）
男子 女子

レッグパワー（W） 928 ± 196 499 ± 107

レッグパワー /体重（W/Kg） 13.0 ± 1.9 9.4 ± 1.5

（階段かけのぼり）全身パワー（W) 1136 ± 173 702 ± 86

全身パワー /体重 (W/kg） 16.0 ± 1.7 13.3 ± 1.5

（パワーマックス）最大無酸素パワー（W） 979 ± 125 573 ± 113

最大無酸素パワー /体重（W/kg） 12.9 ± 3.6 10.8 ± 1.4


